












要約:

 近年、栄養指導は保健指導の中の重要な位置を占め、 とくにアレルギー疾患が増加して

いる現状から、乳児健診などでの食物アレルギーに関する栄養相談の希望が増えている。

本研究は栄養士を対象に食物アレルギーについての認識、現状および研修などについてア

ンケート調査を行い、食物アレルギーに関して指導上の問題と方法について検討した。そ

の結果、勤務栄養士の多くは食物アレルギー指導を行っており、医師の指示に従っている

ものが多かった。一方では、疾患に関する知識や経験不足から、保健指導・栄養指導に困

惑し、母親へのニーズに対応仕切れないことが伺えられた。 とくに食事制限をするとき

は、母親を含んだ家族への支援と児への成長発育への注意、 さらには精神的・肉体的・

経済的負担への配慮が重要なものである。 この面からも栄養士が家族、母親のニーズに

対応できるように、研修会の実施や、医師、保健婦による密接な連携体制の整備が必要で

あろう。


